
      神戸医療生協 

       看護学生さんのための 

          夏休み特別企画┳ 
看看  験験  体体  護護  

看護師と一緒に業務を体験する

スタイルが基本です┯ 

体験時間は午前中の半日！

まずは申し込んでみよう┗ 

回リハ病棟は、在宅に向けてリハ

ビリ目的の患者さんが中心です。

脳血管障害、大腿骨頚部骨折の急

性期治療を終えられた方が多い

です。多職種と協力しながら患者

さんの自立を助けます。 

回復期リハビリテーション病棟(2F) 

どんな体験がしてみたい

か、イメージを膨らませて

くださいね┳ 

 

赤いレンガ作りのいたやど クリニックです。 

1階が診療部門、2階は介護施設(ショートステイ)に

なっています。元々は病院だったこともあって、検査

設備が充実しているので、クリニックといっても、急

性期の様々な疾患の診断がスピーディにできるのが

特徴です。 

 

神戸協同病院に近い「つばさ」は、訪問リハのスタッ

フと連携しているのも大きな特徴です。利用者さんは、

医療度の高い方が増えているので、看護判断の能力や確

かな技術が問われる職場でもあります。 

住み慣れた我が家で、利用者さん一人ひとりに寄り添

う看護は、病棟看護とは一味ちがう看護の喜びを感じる

ことができますよ☆ 

 

病棟では、一般的な看護基礎技

術の体験や見学ができます！ 

申し込みは 

こちらから☆ 

↓↓↓ 

緩和ケア病棟独特の、患者さま・

ご家族への関わり方や、麻薬の取

り扱い方、カンファレンスの様子

などの見学をしていただきます。

何を大切にして、どのように動い

ているかなどの詳しいこともお伝

えします。 

緩和ケア病棟(5F) 

医師・看護師が患者さんのお家で診察を行いま

す。ご自宅での生活の様子を患者さんや家族か

ら聞き、お薬を調整したり採血をしたりしま

す。患者さんは、一人暮らしの人、認知症の人、

癌末期の人などです。私たちだけでなく、訪問

看護や訪問リハビリ、ヘルパーさんとも協力し

て、患者さんの生活を支えています。 

訪問診療 透析看護は、究極の慢性期看護でありなが

ら、透析中は急性期看護が必要であり、専

門的な知識が求められる部署の一つです。 

厳しい療養生活を支えることは、その方の

生活すべてをサポートすること。 

“ここまで必要なのか”と驚くこと間違い

なしです。 

透析室 

3 階病棟は、コロナ禍の 3 年ほどの期間は

コロナ病棟として患者さんに寄り添ってき

ましたが、23年 4月から病状が安定した患

者さんが退院しても、元の生活に不安なく

過ごせるよう医師や看護師だけでなく介護

士や栄養士、理学療法士など他職種のスタ

ッフが一丸となって支援する地域包括ケア

病棟になりました。 

患者さん、家族さんとのコミュニケーショ

ンを大切にし、笑顔の絶えないアットホー

ムな病棟です☆ 

地域包括ケア病棟（3F） 

4階病棟は急性期、地域包括病床を持つ一般病棟です。 

80-90 歳代の患者さんが多くご入院されています。脳

神経疾患、心疾患、呼吸器疾患があって酸素や人工呼

吸器を使われている患者さんの看護、手術前後の看護、

退院調整を行う看護など、幅広い看護を行っておりま

す。 

スタッフは初期看護師からベテランの看護師がいて、

明るい雰囲気です。また、ケアワーカーさんや助手さ

んと協力して日々患者さんにとって安心、安楽な入院

生活が過ごせるようにチームとなって協働していると

ころも感じてもらえたらいいなと思います☆ 

一般病棟（4F） 


